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● 平成20年3月定例会 

● 議会の動き、一口メモ、くろ潮 

● 一般質問 

南伊豆東中学校入学式 
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みなみいず議会だより No.33 2008年（平成20年）５月１日 みなみいず議会だより No.33 2008年（平成20年）５月１日 

既決予定額 補正予定額 計 
（収入）水道事業収益 
（支出）水道事業費用 

（収入）資 本 的 収 入 
（支出）資 本 的 支 出 

水 道 事 業 会 計 

（第３号） 

19年度 20年度 

水道事業収益（収入） 
水道事業費用（支出） 

資 本 的 収 入（収入） 
資 本 的 支 出（支出） 

水 道 事 業 会 計 

予　　　算 

補正前の額 補 正 額 計 財 源 内 訳 

国県支出金 
地　方　債 
そ　の　他 
一 般 財 源 

国県支出金 
そ　の　他 
一 般 財 源 

国県支出金 
そ　の　他 
一 般 財 源 

国県支出金 
そ　の　他 
一 般 財 源 

一 般 財 源 

平
成
20
年
３
月
定
例
会
は
、

３
月
４
日
か
ら
３
月
17
日

ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。
今
定
例

会
で
は
、
平
成
20
年
度 

一

般
会
計
予
算
及
び
特
別
会

計
予
算
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
な
ど
の
条
例
制
定
・

改
正
、
並
び
に
平
成
19
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

58
議
案
の
他
、
議
員
発
議

の
地
域
医
療
調
査
特
別
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て
、

他
議
員
報
酬
等
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
発
議
２
件
、
意

見
書
１
件
、
計
61
議
案
が

提
案
さ
れ
、
同
意
・
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に

は
７
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。 

265,330 
283,144 
16,500 
132,013

288,996 
279,976 
14,800 
120,658

23,666 
△3,168 
△1,700 
△11,355

265,330 
284,555 
11,000 
126,513

3,827,000 
1,496,941 
1,109,294 
786,424 
1,030 
117 
9,000 

5

4,136,000 
1,440,431 
125,284 
814,549 

484 
535 
9,028 

6

230,030 
276,219 
11,000 
149,152

一 般 会 計 予 算  
国民健康保険特別会計予算 
老 人 保 健 特 別 会 計 予 算  
介 護 保 険 特 別 会 計 予 算  
南上財産区特別会計予算  
南崎財産区特別会計予算  
三坂財産区特別会計予算  
土 地 取 得 特 別 会 計 予 算  

395,137 
15,255 
22,167 
245,803 

0 
 
 

7,908,173

493,480 
13,491 
21,986 
297,409 
127,676 

 
 

7,480,359

公共下水道事業特別会計予算 
子浦漁業集落排水事業特別会計予算 
中木漁業集落排水事業特別会計予算 
妻良漁業集落環境整備事業特別会計予算 
後期高齢者医療特別会計予算 
 
 
　 小 　 計 　  

一 般 会 計 補 正 予 算 
（第５号） 

国民健康保険特別会計 
（第３号） 

老 人 保 健 特 別 会 計 
（第３号） 

公共下水道事業特別会計 
（第３号） 

介 護 保 険 特 別 会 計 
（第４号） 

◆
南
伊
豆
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て 

　
こ
ど
も
が
３
歳
に
達
す
る
ま

で
再
育
休
を
取
れ
る
よ
う
に

す
る
な
ど
の
改
正 

◆
南
伊
豆
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て 

◆
南
伊
豆
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
者
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て 

　
監
査
委
員
の
う
ち
議
会
選
出

を
除
く
者
の
報
酬
を
県
平
均

ま
で
引
き
上
げ
る
も
の 

◆
南
伊
豆
町
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て 

　
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
32

歳
以
下
の
職
員
給
与
を
引
上

げ
る
も
の 

◆
南
伊
豆
町
立
幼
稚
園
保
育
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

　
預
か
り
保
育
の
実
施
に
伴
い

預
か
り
保
育
料
を
制
定
す
る

も
の 

◆
南
伊
豆
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て 

◆
南
伊
豆
町
国
民
健
康
保
険
保

険
給
付
等
支
払
準
備
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て 

◆
南
伊
豆
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て 

　
直
接
搬
入
可
燃
ご
み
・
粗
大

ご
み
の
手
数
料
徴
収
・
重
量

の
引
き
下
げ
と
一
般
可
燃
ご

み
袋
の
有
料
化 

◆
南
伊
豆
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て 

◆
南
伊
豆
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て 

　
後
期
高
齢
者
制
度
へ
の
対
応

と
徴
収
税
率
を
引
上
げ
る
も

の 

◆
静
岡
県
市
町
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
減
及
び
同
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

制
定
に
つ
い
て 

◆
南
伊
豆
町
町
民
生
活
安
全
条

例
制
定
に
つ
い
て 

　
町
民
相
互
の
協
力
で
、
安
全

で
住
み
良
い
地
域
社
会
の
実

現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

意
識
高
揚
、
自
主
的
活
動
、

環
境
整
備
を
行
う
も
の 

◆
南
伊
豆
町
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て 

　
職
員
が
自
己
啓
発
の
た
め
一

定
期
間
休
業（
無
給
）し
て
大

学
等
や
奉
仕
活
動
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
定
め
た
も
の 

◆
南
伊
豆
町
南
崎
財
産
区
財
政

調
整
基
金
条
例
制
定
に
つ
い

て 

◆
石
垣
り
ん
文
学
記
念
基
金
条

例
制
定
に
つ
い
て 

　
石
垣
り
ん
の
遺
志
に
よ
り
寄

贈
さ
れ
た
図
書
等
資
料
を
、

記
念
す
る
場
所
を
設
け
文
学

振
興
を
図
る
基
金
の
制
定 

◆
南
伊
豆
町
後
期
高
齢
者
医
療

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

◆
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
に
つ
い
て 

◆
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い

て 

   

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦 

　
南
伊
豆
町
石
井
３
５
６ 

高
野
晃
一
さ
ん 

◆
南
伊
豆
町
三
坂
財
産
区
管
理

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
南
伊
豆
町
一
色
１
７
５
―
２ 

鈴
木
元
司
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
一
色
９
８ 

外
岡
　
昭
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
入
間
４
０
８ 

外
岡
政
三
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
入
間
８
９
７ 

外
岡
捷
美
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
入
間
８
７
８ 

外
岡
正
孝
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
入
間
１
２
６
０ 

高
野
一
男
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
入
間
１
３
０
４
―
１ 

山
口
和
之
さ
ん 

◆
南
伊
豆
町
南
崎
財
産
区
管
理

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
南
伊
豆
町
石
廊
崎
８
３ 

鈴
木
賢
親
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
石
廊
崎
８
２ 

土
屋
　
亘
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
大
瀬
４
３
９ 

山
本
善
一
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
大
瀬
４
６
４ 

山
本
善
治
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
下
流
５
１ 

鈴
木
濱
太
郎
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
下
流
６
２ 

平
山
清
美
さ
ん 

　
南
伊
豆
町
下
流
１
１
６ 

平
山
延
章
さ
ん 

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ

い
て 

　
妻
良
漁
港
漁
業
集
落
環
境
整

備
事
業
排
水
処
理
施
設
建
設

工
事
の
工
法
変
更
に
伴
う
契

約
金
変
更 

◆
南
伊
豆
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て 

　
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別

対
策
事
業
、
下
賀
茂
地
区
観

光
整
備
事
業
な
ど 

   

地
域
医
療
問
題
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置 

　
南
伊
豆
地
域
医
療
の
諸
問
題

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、

住
民
の
期
待
に
応
え
る
地
域

医
療
の
あ
り
方
を
ま
と
め
る

も
の
。 

意
見
書 

　
伊
豆
急
行
下
田
駅
へ
の
「
湘

南
新
宿
ラ
イ
ン
」
の
運
転
区

間
延
長
を
求
め
る
意
見
書
。 

　
運
転
区
間
の
延
長
に
よ
り
来

遊
客
の
利
便
を
図
る
も
の
。 

4,014,485

1,587,276

1,215,000 
 

828,863

397,302

△33,820

4,717

58,777

8,380

△307

3,980,665

1,591,993

1,273,777

837,243

396,995

△11,533 
△5,000 
△13,056 
△4,231

△16,226 
18,225 
2,718

24,376 
29,526 
4,875

△162 
△1,725 
10,267

△307

19年度予算 20年度予算 19年度予算 20年度予算 会　計　区　分 会　計　区　分 

３
月
定
例
会 

平
成
20
年 

条
例
の
制
定
・
改
正 

認
定
・
同
意 

発
　
議 

平成19年度 3月補正予算概要 平成19年度 3月補正予算概要 平成19年度 3月補正予算概要 平成19年度 3月補正予算概要 

平成20年度 一般会計・特別会計予算概要 平成20年度 一般会計・特別会計予算概要 平成20年度 一般会計・特別会計予算概要 平成20年度 一般会計・特別会計予算概要 
（単位：千円） （単位：千円） 

（単位：千円） （単位：千円） 
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第
１
常
任
委
員
会
報
告
（
要
旨
） 

予
算
決
算
常
任
委
員
会
報
告

一
般
会
計
予
算 

第
2
常
任
委
員
会 

職
員
給
与
条
例
の
改
正 

陳
情
（
仮
称
）
観
光
交
流 

館
建
設
工
事
に
つ
い
て 

 

南
伊
豆
町
立
幼
稚
園 

審
議
中
に
あ
っ
た
質
疑 

又
は
意
見
要
望
事
項 

 

   

①
主
補
助
金
に
つ
い
て
、
補
助

金
が
０
円
の
事
業
が
10
団
体
あ

る
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。 

　
平
成
19
年
度
は
激
変
緩
和
の

措
置
で
、
話
は
し
て
あ
り
、
今

回
の
公
募
補
助
金
に
応
募
し
て

も
ら
う
よ
う
所
管
課
か
ら
通
知

し
て
あ
る
。
応
募
し
な
い
団
体

は
、
自
立
で
き
る
事
業
だ
と
考

え
る
。 

 

②
静
岡
県
地
方
税
滞
納
整
理
機

構
負
担
金
事
業
で
、
今
年
何
件

の
回
収
を
考
え
て
い
る
か
。 

　
１
件
回
収
す
る
の
に
20
万
円

か
か
る
。
今
年
は
大
口
滞
納
者

８
名
を
予
定
し
て
い
る
。 

 

③
企
画
調
整
事
務
の
会
議
等
出

席
者
負
担
金
は
、
な
ぜ
こ
の
金

額
な
の
か
。 

　
合
併
法
定
協
の
１
市
３
町
の

負
担
金
と
し
て
684
万
７
千
円
見

込
ん
だ
内
の
600
万
円
を
予
備
費

に
回
し
、
そ
の
残
額
で
あ
る
。 

 

④
財
政
で
、
人
件
費
が
町
税
よ

り
下
回
っ
た
の
は
何
年
以
来
か
、

ま
た
そ
の
要
因
は
。 

　
平
成
６
年
以
来
で
あ
り
、
行

革
に
よ
る
職
員
定
員
管
理
計
画

で
、
計
画
の
80
％
16
名
の
減
少

と
な
り
、
人
件
費
が
下
が
っ
た

の
が
大
き
な
要
因
と
考
え
る
。 

 

⑤
平
成
20
年
度
予
算
は
、
地
方

交
付
税
が
多
く
見
込
ま
れ
て
い

る
が
。 

　
平
成
20
年
度
は
、
政
府
の
地

方
再
生
対
策
費
の
創
設
等
に
よ

り
８
千
500
万
円
多
く
見
込
ん
だ
。 

 

⑥
各
区
へ
の
文
書
連
絡
と
、
班

長
委
託
料
に
つ
い
て
は
。 

　
こ
れ
ま
で
毎
週
２
回
の
文
書

連
絡
を
月
２
回
と
し
た
こ
と
に

よ
り
、
区
長
の
事
務
の
軽
減
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
個

人
宛
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
全

部
郵
送
と
し
て
い
る
。 

      

⑦
Ａ
Ｅ
Ｄ
除
細
動
器
、
16
台
分

に
つ
い
て
。 

　
７
年
間
の
リ
ー
ス
料
で
あ
り
、

救
急
車
到
着
ま
で
10
分
以
上
か

か
る
地
区
へ
配
置
し
た
い
。
２

分
の
１
補
助
が
あ
る
。 

 

⑧
役
場
庁
舎
の
耐
震
状
況
と
建

て
替
え
は
。 

　
平
成
22
年
か
ら
平
成
23
年
で

計
画
し
て
い
る
。 

    

⑨
郡
内
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｋ
Ｃ
で

電
算
管
理
し
て
い
る
４
町
で
、

一
部
事
務
組
合
の
考
え
は
な
い

の
か
。 

　
４
町
で
３
ヶ
月
に
１
回
業
務

連
絡
会
を
開
催
し
、
現
在
は
各

町
で
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

に
よ
っ
て
運
営
し
て
い
る
現
状

で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
方
式
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
ら
れ
な
い
。 

 

⑩
職
員
提
案
制
度
に
つ
い
て
、

町
長
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
提
出

さ
せ
て
は
ど
う
か
。 

　
意
欲
的
に
取
り
組
み
た
い
。 

⑪
消
耗
品
一
括
管
理
に
つ
い
て
、

町
内
業
者
も
加
入
し
て
い
る
の

か
。
運
営
方
法
の
諸
問
題
に
つ

い
て
の
処
理
は
改
善
さ
れ
た
の

か
。 

　
町
内
業
者
も
加
入
し
て
い
る
。

諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
成
20

年
度
に
向
け
、
変
更
す
べ
く
説

明
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

 

⑫
防
火
水
槽
に
つ
い
て
、
老
朽

化
し
、
ク
ラ
ッ
ク
等
も
出
て
き

て
い
る
が
補
修
等
に
対
す
る
補

助
は
。 

　
県
の
補
助
対
象
は
１
千
500
万

円
以
上
で
あ
り
、
町
内
で
３
箇

所
以
上
の
防
火
水
槽
の
補
修
が

必
要
に
な
り
、
３
分
の
１
補
助

で
あ
る
。
ま
た
町
の
所
有
か
、

地
域
の
所
有
で
あ
る
か
の
問
題

も
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。 

 

⑬
防
災
上
か
ら
見
た
共
立
湊
病

院
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
。 

　
共
立
湊
病
院
に
つ
い
て
は
、

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
位
置
づ

け
た
い
。 

 

⑭
災
害
時
に
多
数
の
人
を
あ
ず

か
る
対
策
を
考
え
て
あ
る
の
か
。 

　
避
難
所
は
、
平
成
20
年
度
南

中
小
体
育
館
の
耐
震
化
工
事
を

予
定
し
て
い
る
の
で
、
町
内
体

育
館
は
全
部
耐
震
化
と
な
る
。

避
難
所
用
備
品
の
整
備
推
進
や
、

今
後
、
ホ
テ
ル
等
と
の
協
定
も

検
討
す
る
。 

 

⑮
災
害
時
の
一
時
避
難
地
の
安

全
性
等
、
町
当
局
も
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。 

　
避
難
所
14
ヶ
所
、
一
時
避
難

地
は
多
数
あ
る
。
地
元
区
長
と

現
地
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。 

 

⑯
消
防
団
員
が
非
常
に
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
に
よ
り
消
防
活
動

が
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
そ
の

と
き
の
保
険
に
つ
い
て
。 

　
保
険
適
用
に
つ
い
て
研
究
し
、

消
防
活
動
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
に
消
防
団
本
部
等
と
共

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

⑰
新
予
防
給
付
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
で
要
支
援
１
と
要
支

援
２
の
方
に
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
の
か
。
利
用
者
負
担

は
ど
う
な
る
の
か
。 

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
通
所
介
護
）、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
（
訪
問
介
護
）

等
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
利
用
者
負
担
は
１
割
で
あ

る
。 

  

○
引
き
上
げ
総
額
、
過
去
の
人

勧
の
実
績
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
総
額
約
280
万
円
弱
。
実

績
は
、
平
成
10
年
か
ら
平
成
18

年
ま
で
過
去
平
均
マ
イ
ナ
ス
８
・

26
％
と
回
答
が
あ
っ
た
。 

   

○
幼
稚
園
保
護
者
へ
の
説
明
、

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
方
法
・
内

容
に
不
十
分
な
面
が
多
く
、
理

解
さ
れ
て
い
な
い
と
の
質
問
に
、

平
成
16
年
度
次
世
代
育
成
計
画

で
要
望
が
多
く
あ
り
、
今
年
１

月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
議

会
・
教
員
・
保
護
者
へ
の
十
分
な

説
明
が
な
か
っ
た
こ
と
に
お
詫

び
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た
。 

 

○
保
育
に
欠
け
て
い
な
い
幼
稚

園
で
の
預
か
り
保
育
と
保
育
園

の
違
い
に
つ
い
て
。
夏
休
み
、

冬
休
み
の
対
応
。
保
育
園
保
護

者
へ
の
事
前
の
説
明
が
あ
っ
て

も
よ
い
と
の
質
問
が
あ
り
、
預

か
り
保
育
の
設
定
は
保
育
園
の

終
了
時
間
４
時
に
合
わ
せ
た
が
、 

幼
稚
園
は
夏
期
・
冬
期
・
土
曜

休
な
ど
の
実
施
で
学
校
と
同
じ

で
保
育
園
よ
り
休
日
が
多
い
。

保
育
所
入
所
は
就
労
し
て
い
て

保
育
に
欠
け
る
事
が
条
件
だ
が
、

こ
れ
ま
で
柔
軟
に
対
応
し
て
き

た
と
回
答
が
あ
っ
た
。 

 
○
預
か
り
保
育
料
金
の
設
定
と

保
育
園
料
金
の
比
較
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
幼
稚
園
は
月
４

千
円
、
延
長
１
時
間
200
円
。
保

育
園
は
所
得
に
応
じ
て
11
階
層

の
料
金
設
定
が
さ
れ
て
い
る
と

回
答
が
あ
っ
た
。 

 

○
幼
稚
園
の
定
員
、
今
後
の
入

園
希
望
者
と
預
か
り
保
育
希
望

者
の
受
け
入
れ
体
制
、
現
在
の

預
か
り
保
育
希
望
者
数
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、
定
員
は
、
３

歳
児
20
名
・
４
歳
児
35
名
・
５

歳
児
35
名
計
90
人
。
預
か
り
保

育
は
20
人
。
希
望
者
数
は
、
４

歳
児
・
５
歳
児
計
28
人
中
一
時

預
か
り
４
名
、
月
預
か
り
１
名
。

定
員
の
中
で
要
望
に
応
え
た
い

と
回
答
が
あ
っ
た
。 

  

○
現
在
の
希
望
者
数
で
は
、
現 

職
員
体
制
で
や
れ
る
の
で
は
な

い
か
質
問
が
あ
り
、
指
摘
は
そ

の
通
り
で
採
用
あ
り
き
で
な
く

取
り
組
み
た
い
と
回
答
が
あ
っ

た
。 

 

○
幼
稚
園
預
か
り
保
育
の
実
施

に
つ
い
て
全
世
帯
へ
の
お
知
ら

せ
版
配
布
。 

　
現
在
の
預
か
り
保
育
希
望
状

況
で
は
、
臨
時
職
員
あ
り
き
で

は
な
く
希
望
動
向
に
応
じ
た
柔

軟
な
対
応
を
行
う
。 

　
幼
稚
園
と
と
も
に
所
轄
の
保

育
園
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
保

護
者
の
視
点
に
立
っ
て
保
育
の

充
実
を
目
指
す
姿
勢
で
取
組
み

を
進
め
ら
れ
た
い
。 

　
以
上
の
観
点
を
確
認
し
た
。 

①
分
離
発
注
す
る
と
町
の
経
費

が
か
か
る
傾
向
が
あ
る
が
、
陳

情
・
要
望
は
容
認
す
る
。 

 

②
工
事
入
札
に
参
加
す
る
事
業

体
は
ど
の
様
に
す
る
の
か
発
注

基
準
な
ど
を
ク
リ
ア
ー
す
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
が
、
技
術
者

を
含
め
た
準
備
は
大
丈
夫
な
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
過
去
に

代
表
者
を
決
め
て
５
件
ほ
ど
の

共
同
事
業
体
を
組
ん
で
行
っ
た

実
績
が
あ
る
。
今
回
の
建
築
は

六
角
造
り
の
特
殊
な
建
築
で
あ

り
、
こ
の
地
域
で
培
っ
て
き
た

技
術
を
見
て
い
た
だ
く
機
会
と

し
た
い
。
ま
た
、
若
い
担
い
手

へ
の
技
術
の
伝
承
や
産
業
育
成

の
場
に
し
た
い
と
の
業
者
側
の

答
弁
が
あ
っ
た
。 

 

③
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
で

は
観
光
交
流
館
建
設
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
、
地
元
住
民
は
勿

論
の
こ
と
、
観
光
交
流
の
視
点

か
ら
の
利
便
性
と
親
し
み
が
持

て
る
建
物
と
い
う
こ
と
で
木
造

建
築
を
提
案
し
て
お
り
、
木
造

の
良
さ
や
特
徴
を
活
か
す
必
要

が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

A

A

A

A

AAA

AA

AAA

AAA

AA
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2
日
目 
　
老
人
福
祉
事
業
の
在
宅
高
齢

者
等
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
。

ま
た
、
管
理
栄
養
士
の
配
置
に

つ
い
て
。 

　
１
食
500
円
で
、
町
内
約
90
名

に
毎
月
800
〜
850
食
の
配
食
が
行

わ
れ
て
お
り
、
１
食
１
千
250
円

の
コ
ス
ト
が
か
か
る
が
、
高
齢

者
の
安
否
確
認
、
栄
養
改
善
等

効
果
が
高
く
、
委
託
先
の
み
な

と
の
園
に
は
、
管
理
栄
養
士
の

管
理
の
も
と
調
理
さ
れ
た
食
事

が
配
食
さ
れ
て
い
る
。
他
市
町

の
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
形
態

は
、
食
堂
等
事
業
者
に
委
託
方

式
も
あ
る
。 

 

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
は
あ

る
の
か
。 

　
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
介
護
保
険
制
度
の
介
護
等

サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
、
町
単
独
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
介

護
状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う
介
護

予
防
事
業
の
取
り
く
み
に
力
を

入
れ
た
い
。 

      

　
今
小
学
校
入
学
前
ま
で
医
療

費
は
無
料
で
あ
る
が
、
小
学
生

も
無
料
と
な
ら
な
い
か
。 

　
対
象
拡
大
は
な
か
な
か
難
し

い
が
、
今
後
、
財
政
的
な
面
も

含
め
前
向
き
に
検
討
す
る
。 

 

　
保
育
所
の
耐
震
化
計
画
は
。 

　
平
成
27
年
度
ま
で
に
耐
震
化

を
検
討
し
、
補
強
工
事
よ
り
建

替
え
の
方
向
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。 

 

　
南
崎
小
学
校
保
育
施
設
改
築

工
事
設
計
業
務
の
内
容
は
。 

　
南
崎
小
学
校
校
舎
を
平
成
21

年
度
か
ら
保
育
園
と
し
て
使
用

す
る
設
計
委
託
料
で
あ
る
。 

 

　
共
立
湊
病
院
は
、
町
民
の
医

療
、
観
光
、
防
災
の
点
か
ら
重

要
で
あ
る
が
、
３
月
８
日
の
新

聞
記
事
に
よ
る
と
、
下
田
市
長

が
、
管
理
者
で
あ
る
南
伊
豆
町

長
に
了
承
を
と
ら
な
い
で
発
言

し
て
い
る
が
、
管
理
者
と
し
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
昨
日
電
話
で
抗
議
を
し
た
。

下
田
市
長
は
、
今
後
十
分
気
を

付
け
る
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。 

   

　
一
次
救
急
の
対
応
に
つ
い
て
。 

　
二
次
救
急
は
昨
年
11
月
、
伊

豆
下
田
病
院
が
辞
退
し
た
後
、

共
立
湊
病
院
と
西
伊
豆
病
院
で

対
応
し
て
い
る
。
一
次
救
急
も

含
め
、
県
及
び
医
師
会
と
検
討

し
て
い
る
。 

 

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
技
術
管
理

者
が
臨
時
職
員
と
な
っ
て
し
ま

う
。
若
い
職
員
に
受
験
さ
せ
た

ら
ど
う
か
。 

　
今
後
、
47
歳
と
50
歳
の
職
員

に
受
験
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。 

 

　
南
崎
小
と
竹
麻
小
と
の
統
合

と
、
校
名
問
題
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。 

　
両
小
学
校
で
統
合
委
員
会
で

今
後
検
討
し
て
い
く
。 

 
　
学
校
統
合
は
。 

　
平
成
21
年
度
に
竹
麻
小
と
南

崎
小
、
平
成
26
年
度
ま
で
に
三

浜
小
の
複
式
学
級
が
解
消
さ
れ

な
い
場
合
は
南
中
小
と
統
合
し

た
い
。
南
上
小
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
に
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
。
中
学
校
は
、
こ
れ
か
ら

の
検
討
課
題
で
あ
る
。 

   

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
中
国

産
食
材
が
入
っ
て
い
な
い
か
。

地
産
地
消
を
進
め
て
い
る
か
。 

　
地
場
産
品
は
10
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
湯
の
花
直
売
を
利
用
し
、

県
の
給
食
会
か
ら
の
購
入
で
あ

る
の
で
中
国
産
食
材
は
ほ
と
ん

ど
混
入
さ
れ
て
い
な
い
。給
食
費
は
、

月
４
千
円
、中
学
校
４
千
700
円
で
、

値
上
げ
は
し
た
く
な
い
。 

      

　
県
の
倉
庫
に
あ
る
日
詰
遺
跡

の
出
土
品
を
、
町
に
持
ち
帰
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

　
今
月
中
に
、
県
の
管
理
し
て

い
る
出
土
品
の
調
査
に
出
向
き
、

確
認
し
た
い
。 

 

　
特
別
支
援
教
育
巡
回
相
談
員

に
つ
い
て
。 

　
子
供
の
中
に
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、

Ａ
Ｄ
と
い
っ
た
多
動
等
の
支
援

の
必
要
な
子
供
を
支
援
す
る
た

め
に
、
臨
床
心
理
士
が
学
校
で

先
生
に
指
導
す
る
も
の
で
あ
る
。

前
年
だ
け
の
県
の
事
業
で
あ
っ

た
が
、
今
後
町
単
独
で
継
続
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。 

①
水
田
営
農
作
付
け
調
整
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

　
現
在
、
耕
作
し
て
い
る
農
家

を
基
準
に
水
田
調
整
、
一
般
作

物
191
件
・
特
別
作
物
９
件
で
あ

る
。 

    

②
水
田
の
耕
作
地
減
少
が
進
行

し
て
い
る
が
、
町
の
自
給
目
標

を
持
っ
た
ら
ど
う
か
。 

　
認
定
農
業
者
の
力
を
借
り
な

が
ら
耕
作
地
を
増
や
し
て
行
き

た
い
。 

 

③
転
作
奨
励
作
物
に
自
然
薯
を

い
れ
て
地
域
振
興
に
生
か
し
た

ら
ど
う
か
。 

　
特
定
作
物
の
「
な
ば
な
」
、

減
少
傾
向
に
あ
る
「
野
ぶ
き
」

に
プ
ラ
ス
す
る
も
の
と
し
て
「
や

ま
い
も
」
等
の
方
策
を
考
え
て 

行
き
た
い
。 

 

④
有
害
鳥
獣
防
止
対
策
の
実
績

は
。 

　
平
成
18
年
度
電
気
柵
14
件
、

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
８
件
の
実

績
が
あ
る
。 

⑤
有
害
鳥
獣
対
策
の
「
お
り
」

は
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。 

　「
お
り
」
は
町
11
、
共
済
５
、

計
16
で
対
応
し
て
い
る
。
区
へ

８
、
個
人
へ
８
、
貸
出
し
を
し

て
い
る
。 

     

⑥
林
道
青
野
八
木
山
線
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て 

　
平
成
21
年
度
工
事
着
手
の
予

定
で
、
平
成
28
年
度
ま
で
10
年

間
。
負
担
は
国
、
県
そ
れ
ぞ
れ

２
分
の
１
。
用
地
は
無
償
提
供

で
、南
伊
豆
町
２
・
５
キ
ロ
、
松

崎
町
５
・
１
キ
ロ
の
計
７
・
６
キ

ロ
で
あ
る
。 

 

⑦
狩
猟
免
許
の
取
得
者
を
増
や

し
、
駆
除
従
事
者
を
増
や
す
方

策
は
。 

　
猟
友
会
等
関
係
団
体
と
検
討

す
る
。 

 

⑧
区
長
会
の
協
力
を
得
て
、
区

等
に
駆
除
従
事
者
を
置
く
よ
う

に
し
た
ら
ど
う
か
。 

　
具
体
的
に
計
画
策
定
を
考
え

て
ゆ
く
。 

⑨
中
山
間
地
域
等
制
度
交
付
金

に
つ
い
て
。 

　
市
之
瀬
・
川
合
野
・
伊
浜
の

農
地
が
対
象
で
あ
る
。 

 

⑩
森
林
整
備
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
。 

　
森
林
整
備
間
伐
事
業
、
森
林

再
生
事
業
等
で
あ
る
。 

 

⑪
ま
つ
く
い
虫
防
除
事
業
に
つ

い
て
。 

　
湊
杉
並
学
園
か
ら
休
暇
村
間
・

弓
ヶ
浜
・
南
崎
小
学
校
等
で
あ
る
。 

       

⑫
ま
き
網
違
法
操
業
の
経
過
に

つ
い
て
。 

　
平
成
19
年
11
月
に
県
に
対
し

て
違
法
操
業
の
調
査
に
つ
い
て
、

陳
情
等
を
お
こ
な
い
関
係
団
体

と
検
討
し
て
ゆ
く
。 

 

⑬
サ
サ
ユ
リ
の
里
か
ら
つ
つ
じ

祭
り
の
場
所
ま
で
の
道
路
整
備

を
し
た
ら
ど
う
か
。 

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
検

討
し
て
ゆ
く
。 

⑭
観
光
交
流
館
よ
り
も
資
源
の

掘
り
起
こ
し
が
先
で
は
な
い
か
。

ま
た
公
共
施
設
の
耐
震
化
が
先

で
は
な
い
か
。 

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
委
員

会
の
答
申
を
尊
重
し
て
整
備
を

進
め
て
ゆ
く
。
菜
の
花
と
サ
ク

ラ
祭
り
の
40
万
人
の
受
入
れ
施

設
が
な
く
、
こ
の
整
備
は
必
要

で
あ
る
。
公
共
施
設
の
耐
震
化

は
、
年
次
計
画
に
よ
り
進
め
て 

ゆ
く
。 

 

⑮
観
光
交
流
館
建
設
に
関
し
て

建
築
業
者
か
ら
陳
情
書
が
で
て

い
る
が
、
技
術
の
伝
承
の
視
点

か
ら
も
分
離
発
注
を
検
討
で
き

な
い
か
。 

　
陳
情
書
の
趣
旨
は
理
解
で
き

る
の
で
、
ま
だ
実
施
設
計
に
入
っ

て
い
な
い
が
検
討
す
る
。 

 

⑯
観
光
交
流
館
は
産
業
振
興
か

ら
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。 

　
湯
の
花
直
売
所
は
第
１
次
産

業
と
第
３
次
産
業
を
結
び
産
業

振
興
に
役
立
つ
。 

 

⑰
湯
の
花
直
売
所
は
高
齢
者
が

生
涯
現
役
と
し
て
生
き
る
の
に

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。 

　
高
齢
者
対
策
に
も
な
る
。 

 

⑱
観
光
交
流
館
建
設
の
工
事
に

よ
り
、
湯
の
花
売
店
の
営
業
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
な
配
慮
は
。 

　
途
切
れ
る
こ
と
な
い
よ
う
に

配
慮
す
る
。 

 

⑲
観
光
交
流
館
の
財
源
問
題
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

　
財
源
は
過
疎
債
１
億
３
千
500

万
、
県
補
助
金
７
千
990
万
円
、

町
一
般
財
源
１
千
263
万
円
で
あ

る
。 

 

⑳
少
子
高
齢
化
の
時
代
を
迎
え

る
の
で
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
観

光
交
流
館
よ
り
も
先
で
は
な
い

か
。 

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
過
去
高
率

の
補
助
の
時
代
が
あ
っ
た
。
相

対
的
判
断
を
し
た
。 

 

　
石
廊
崎
地
内
の
県
道
沿
い
の

池
の
原
付
近
の
雑
木
林
伐
採
を

実
施
し
た
い
が
、
不
法
投
棄
の

ご
み
が
あ
り
、
そ
の
処
理
の
方

法
と
伐
採
木
の
処
理
の
方
法
に

つ
い
て
知
恵
を
借
り
た
い
。 

　
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
調
査

す
る
。
伐
採
木
の
処
理
に
つ
い

て
も
、
法
的
な
も
の
を
含
め
て

調
査
す
る
。 

  

　
県
道
沿
い
に
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

を
植
え
た
い
が
、
そ
の
手
続
き

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。 

　
県
と
相
談
す
る
。
ま
た
国
立

公
園
で
も
あ
る
の
で
法
的
な
も

の
も
調
査
す
る
。 

        

　
南
伊
豆
町
は
、
そ
の
ま
ま
の

自
然
が
癒
し
に
な
り
、
ゆ
っ
く

り
で
き
る
所
で
あ
る
の
で
、
泊

り
客
誘
致
の
視
点
で
企
画
・
ツ

ア
ー
に
つ
い
て
の
研
究
す
る
余

地
が
あ
る
。 

　
伊
豆
ブ
ラ
ン
ド
創
生
事
業
や

Ｊ
Ｒ
と
の
提
携
事
業
等
を
通
し

て
行
っ
て
ゆ
く
。 

 

　
南
伊
豆
に
は
200
の
温
泉
が
あ

り
、
100
の
温
泉
が
生
か
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
の
温
泉
の
掘
り
起

こ
し
と
自
然
を
観
光
に
結
び
つ

け
た
い
と
し
て
い
る
が
、「
温

泉
感
謝
祭
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
た
ら
ど
う
か
。 

　
商
品
開
発
を
含
め
て
、
各
種

団
体
と
協
議
検
討
し
て
ゆ
く
。 
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①
水
道
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

敷
設
箇
所
で
は
、
消
火
栓
を

使
用
で
き
な
い
箇
所
も
あ
り
、

敷
設
変
え
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。 

　
上
水
道
は
３
キ
ロ
、
簡
易

水
道
は
15
キ
ロ
。
上
水
道
は

下
水
道
工
事
と
並
行
し
て
行
う
。

平
成
20
年
度
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

作
成
・
基
本
計
画
の
３
分
の

１
の
国
庫
補
助
事
業
を
活
用

し
て
行
う
。 

 

②
水
道
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

敷
設
変
え
に
は
ど
の
位
か
か

る
か
。 

　
上
水
道
で
１
億
８
千
万
円
、

簡
易
水
道
２
億
７
千
500
万
円

で
あ
る
。 

 

③
上
水
道
、
簡
易
水
道
と
も

減
収
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。 

　
子
供
の
多
い
地
域
で
は
使

う
が
、
高
齢
者
の
多
い
地
区

で
は
基
本
料
金
の
み
の
世
帯

が
多
い
の
が
、
減
収
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

質
問
　
訴
訟
が
長
引
く
と
、
石

廊
崎
の
観
光
に
与
え
る
影
響
が

非
常
に
大
き
い
。
和
解
の
可
能

性
は
。 

 

町
長
　
和
解
の
可
能
性
は
係
争

中
の
段
階
で
す
の
で
、
答
弁
は

控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

質
問
　
県
に
助
言
や
協
力
を
要

請
し
た
こ
と
は
。 

 

町
長
　
裁
判
に
な
っ
て
か
ら
、

一
度
も
県
に
相
談
や
助
言
を
要

請
し
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

質
問
　
石
廊
崎
の
観
光
の
問
題

と
い
う
の
は
、
南
伊
豆
一
町
の

問
題
で
は
な
い
。
伊
豆
半
島
全

体
、
県
全
体
の
観
光
の
問
題
で

あ
る
。
県
に
何
か
協
力
し
て
も

ら
え
な
い
か
。
訴
訟
に
対
す
る

協
力
、
解
決
の
方
向
性
、
例
え

ば
和
解
と
い
う
話
に
な
っ
て
く

れ
ば
当
然
そ
の
辺
の
財
源
的
な

問
題
も
あ
り
、
県
へ
協
力
依
頼

は
。 

 

町
長
　
そ
う
い
う
考
え
は
持
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

質
問
　
石
廊
崎
観
光
の
活
性
化

の
た
め
に
は
、
訴
訟
に
勝
つ
こ

と
だ
け
で
は
問
題
の
解
決
に
な

ら
な
い
。 

     

質
問
　
地
域
医
療
振
興
協
会
の

条
件
で
あ
る
１
年
以
内
に
移
転

新
築
の
計
画
を
協
議
す
る
こ
と

に
つ
い
て
町
長
と
し
て
、
管
理

者
と
し
て
の
考
え
は
。 

 

町
長
　
我
々
と
し
て
は
、
こ
れ

を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
ふ
う
に
ま
ず
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

質
問
　
南
伊
豆
町
と
し
て
は
、

現
状
の
ま
ま
残
せ
と
い
う
考
え

で
な
く
、
診
療
所
を
残
す
と
い

う
考
え
か
。 

 

町
長
　
あ
そ
こ
へ
病
院
を
残
す

と
か
、
診
療
所
を
残
す
と
い
う

こ
と
の
言
葉
は
使
っ
て
な
い
。

協
会
側
も
十
分
配
慮
す
る
と
い

う
表
現
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

質
問
　
契
約
期
間
は
３
年
で
あ

る
が
、
地
域
医
療
振
興
協
会
は
、

１
年
以
内
に
移
転
新
築
の
構
想

を
出
さ
な
い
と
契
約
を
破
棄
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。 

 

町
長
　
そ
う
い
う
表
現
は
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
１
年

以
内
に
新
し
い
病
院
構
想
を
は
っ

き
り
示
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に

向
か
っ
て
我
々
は
や
は
り
努
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

質
問
　
他
市
町
に
と
っ
て
は
自

分
た
ち
に
利
用
し
や
す
い
場
所

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
辺
の
感
触
は
。 

 

町
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
言
っ

て
い
る
の
は
、
や
は
り
場
所
的

な
問
題
が
、
距
離
で
あ
っ
た
り
、

時
間
の
か
か
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
り
、
や
は
り
考
え
方
の

相
違
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

質
問
　
副
知
事
か
ら
助
言
の
内

容
は
。 

 

町
長
　
副
知
事
か
ら
は
、
東
海

道
沿
線
で
す
ら
医
師
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
ま
で

こ
の
病
院
で
地
域
医
療
を
担
っ

て
き
て
い
た
だ
い
て
い
る
振
興

協
会
が
あ
る
の
で
、
引
き
続
き

地
域
医
療
を
担
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。 

         

質
問
　
町
長
と
し
て
は
、
こ
れ

が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

い
う
よ
う
な
も
の
の
言
い
方
を

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
松

崎
町
が
再
否
決
の
場
合
は
。 

 

町
長
　
我
々
は
１
市
３
町
と
い

う
こ
と
で
法
定
協
の
立
ち
上
げ

を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。 

 

質
問
　
単
独
経
営
に
対
す
る
見

通
し
、
可
能
性
は
。 

 

町
長
　
１
市
３
町
の
合
併
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
私
は

前
か
ら
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
、
財
政
的
な
こ
と
が
相

当
ウ
エ
ー
ト
が
あ
る
。
単
独
経

営
と
い
う
こ
と
は
将
来
に
わ
た
っ

て
非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と

が
、
大
き
な
一
つ
の
理
由
で
す
。 

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
基

盤
安
定
繰
出
金
の
査
定
の
根

拠
は
。 

　
広
域
連
合
の
資
料
に
よ
る
。 

 

②
前
期
高
齢
者
か
ら
後
期
高

齢
者
へ
の
移
行
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。 

　
国
保
老
人
数
は
つ
か
め
る
が
、

社
保
老
人
数
は
つ
か
め
な
い
、

７
月
に
調
整
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制

度
の
資
格
証
明
書
の
発
行
は
、

制
度
の
欠
陥
の
監
視
と
国
へ

の
要
望
は
ど
の
よ
う
に
し
て

ゆ
く
の
か
。
国
保
会
計
へ
の

一
般
会
計
の
繰
出
し
を
考
え

な
い
か
。 

　
広
域
連
合
と
連
携
し
て
や
っ

て
ゆ
く
。
国
に
対
す
る
要
望
は
、

県
・
町
長
会
を
通
し
て
や
っ

て
ゆ
く
。
国
保
会
計
へ
の
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
は
考

え
て
い
な
い
。 

④
２
月
県
議
会
で
伊
豆
半
島

に
お
い
て
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

夜
間
運
航
を
実
施
す
る
と
の

方
針
が
出
さ
れ
た
。
二
次
救

急
病
院
の
共
立
湊
病
院
が
あ

る
の
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
夜

間
運
航
を
進
め
た
ら
ど
う
か
。 

　
県
へ
働
き
か
け
を
進
め
て

ゆ
く
。 

     

⑤
子
浦
漁
業
集
落
排
水
事
業

の
発
電
機
問
題
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。 

　
東
子
浦
、
西
子
浦
の
区
長

立
会
い
等
を
行
い
、
噴
出
口

の
変
更
を
新
年
度
実
施
の
予

定
で
あ
る
。 

 

⑥
高
齢
化
に
伴
い
漁
業
集
落

排
水
事
業
を
指
定
管
理
者
制

度
で
行
う
の
は
大
変
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
、
対
応
を
変

更
す
る
こ
と
は
考
え
な
い
か
。 

　
基
本
は
指
定
管
理
者
制
度

で
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

を
み
て
検
討
す
る
。 

　
定
期
観
光
バ
ス
を
生
か
す

に
は
、
地
域
資
源
の
掘
り
起

こ
し
が
必
要
と
な
る
。
方
向

性
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。 

　
行
政
と
産
業
団
体
等
が
協

力
し
て
素
材
発
掘
等
を
推
進

検
討
し
て
ゆ
く
。 

        

　
三
浜
小
学
校
の
仮
設
校
舎

の
活
用
方
法
は
。 

　
普
通
財
産
で
仮
設
工
作
物

で
あ
り
、
解
体
費
用
は
１
千

万
位
か
か
る
の
で
倉
庫
と
し

て
活
用
し
、
地
元
要
望
も
あ

る
の
で
検
討
し
て
ゆ
く
。 

 

　
成
持
吉
祥
線
の
完
成
時
期
は
。 

　
平
成
21
年
度
完
成
予
定
で

あ
る
。 

 

　
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事

等
の
地
元
負
担
金
に
つ
い
て
。 

　
公
共
は
地
元
負
担
金
５
％
、

公
共
施
設
が
あ
る
と
き
は
２
・

５
％
で
あ
る
。 

 

　
町
道
の
原
材
料
支
給
で
の

工
事
は
高
齢
化
で
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
が
対
応
は
。 

　
原
材
料
支
給
の
予
算
は
、

昨
年
度
よ
り
多
め
に
な
っ
て

い
る
。
地
元
住
民
と
共
同
し

て
実
施
し
て
ゆ
く
。 

梅本和熙議員 

ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー
ク
の
訴
訟
問
題 

共
立
湊
病
院
の
問
題 

市
町
村
合
併
問
題 

各
特
別
会
計
予
算 

水
道
事
業 

会
計
予
算 

AA

AAA

AAA

AAA

AAA

2526

272829
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質
問
　
行
財
政
改
革
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
、
福
祉
の
充
実
は
並
立
的

に
実
現
す
る
の
は
困
難
で
あ
り

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。 

 

町
長
　
大
き
な
改
革
に
は
、
大

き
な
痛
み
を
伴
う
場
合
も
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
合
併
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
地
方
自
治
の
原
点

は
住
民
の
声
で
あ
り
、
説
明
責

任
と
応
答
責
任
を
果
た
し
な
が

ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ

る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

質
問
　
町
長
に
町
の
顔
が
見
え

る
行
政
に
取
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
こ
と
を
要
望
し
て
お
き
ま

す
。 

質
問
　
新
春
か
ら
米
経
済
の
不

透
明
感
か
ら
、
日
本
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
低
迷
を
続
け
て
い
る
。
日

本
売
り
の
最
大
の
原
因
は
、
政

治
的
無
策
の
指
摘
も
有
る
。
我

が
町
を
振
り
返
り
、
首
長
自
身

の
各
局
面
で
の
政
治
的
主
導
性

は
如
何
認
識
し
て
い
る
か
？ 

 

町
長
　
施
政
方
針
や
平
成
20
年

度
予
算
編
成
方
針
で
も
述
べ
た

様
に
、
首
長
自
身
の
考
え
を
職

員
に
理
解
さ
せ
、
全
て
の
行
政

分
野
に
及
び
徹
底
さ
せ
て
い
る
。 

 

質
問
　
余
り
良
く
見
え
な
い
。

鈴
木
町
政
誕
生
時
点
は
町
を
二

分
す
る
大
き
な
争
点
の
結
果
、

今
が
有
る
。
当
時
何
が
一
番
優

先
度
が
高
い
政
治
的
命
題
で
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
具
体
的
に
何
を

さ
れ
た
の
か
？ 

 

町
長
　
当
時
の
状
況
下
は
議
員

の
云
う
と
お
り
で
、
町
民
参
加
、

融
和
と
協
調
、
簡
素
で
効
率
的

な
町
づ
く
り
で
個
別
の
事
業
展

開
や
施
策
を
進
め
て
き
た
。 

      

質
問
　
公
的
医
療
制
度
は
住
民

の
命
や
健
康
に
係
わ
る
社
会
保

障
制
度
の
大
き
な
柱
で
、
制
度

の
安
定
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
標
題

の
制
度
の
周
知
徹
底
は
如
何
？ 

 

町
長
・
課
長
　
町
内
の
老
人
会

を
中
心
に
町
内
20
会
場
で
説
明

会
を
、
ま
た
広
報
み
な
み
い
ず

11
月
号
、
１
月
号
、
３
月
号
で

周
知
を
計
っ
て
い
る
。 

 

質
問
　
保
険
者
は
都
道
府
県
の

広
域
連
合
で
、
去
年
の
11
月
末

や
っ
と
保
険
料
が
決
ま
っ
た
と

い
う
経
緯
で
、
政
治
的
配
慮
や

各
種
思
惑
で
準
備
が
狂
い
、
当

初
よ
り
後
退
し
た
。
当
町
の
場

合
は
如
何
だ
っ
た
の
か
？ 

 

課
長
　
広
域
連
合
と
の
業
務
シ

ス
テ
ム
契
約
を
昨
年
結
び
、
資

格
管
理
、
賦
課
業
務
、
収
納
業

務
、
給
付
業
務
等
に
対
応
す
る

準
備
を
し
、
被
保
険
者
台
帳
の

生
成
作
業
と
保
険
料
の
個
別
徴

収
作
業
を
行
っ
て
い
る
最
中
。 

 

質
問
　
老
健
制
度
が
各
保
険
制

度
と
一
体
的
に
制
度
化
さ
れ
た

非
独
立
型
の
医
療
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
の
に
対
し
、
４
つ
の
各
保

険
制
度
か
ら
分
離
さ
れ
た
独
立

型
と
い
え
る
。
い
ま
想
定
さ
れ

る
大
き
な
課
題
は
、
概
し
て
所

得
の
低
い
保
険
と
し
て
財
政
的

に
成
立
す
る
の
か
、
ま
た
年
齢

に
よ
っ
て
保
険
を
分
け
る
必
要

性
が
あ
る
の
か
と
い
う
指
摘
も

あ
る
が
、
当
局
の
見
解
は
如
何

か
？ 

 

課
長
　
現
役
世
代
と
高
齢
者
の

負
担
を
明
確
に
し
、
世
代
間
で

負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
負

担
す
る
と
共
に
、
税
金
を
重
点

的
に
充
て
る
。
現
行
の
老
人
保

険
制
度
の
趣
旨
を
、
発
展
的
に

継
承
し
た
も
の
と
思
慮
す
る
。 

        

質
問
　
47
都
道
府
県
の
保
険
料

は
出
た
が
、
静
岡
県
は
低
い
方

に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
。
実
際
に
は

医
療
水
準
や
事
業
範
囲
の
違
い

に
よ
り
差
が
出
る
。
所
得
の
低

い
被
保
険
者
か
ら
徴
収
す
る
場

合
、
所
得
に
応
じ
た
段
階
的
な

保
険
料
設
定
な
ど
の
配
慮
は
不

可
欠
な
の
で
は
？ 

 

課
長
　
国
保
や
介
護
保
険
と
異

な
り
、
所
得
割
り
均
等
割
り
の

２
段
階
で
対
応
し
て
い
る
。 

 

質
問
　
厚
労
省
の
標
榜
す
る
医

療
構
造
改
革
、
そ
の
中
身
は
医

療
費
の
自
然
増
の
抑
制
が
柱
で
、

患
者
や
医
師
が
求
め
て
い
る
医

療
の
質
や
安
全
性
と
か
な
り
乖

離
し
て
い
る
。
今
後
の
当
該
制

度
と
改
革
と
の
在
り
方
は
如
何

に
あ
る
べ
き
か
？ 

 

課
長
　
部
分
的
に
は
、
法
に
よ

り
改
革
と
制
度
が
リ
ン
ク
す
る

面
が
あ
る
。
今
後
の
医
療
保
険

制
度
を
構
築
す
る
為
に
は
、
自

治
体
、
住
民
、
医
療
保
険
者
及

び
医
療
機
関
等
が
、
夫
々
の
役

割
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、

県
単
位
の
保
険
制
度
と
し
て
必

要
な
制
度
と
考
え
る
。 

質
問
　
改
正
耐
震
改
修
促
進
法

に
よ
り
平
成
27
年
度
ま
で
に
は
、

共
立
湊
病
院
を
建
替
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
自
治
医
科
大

学
の
建
学
の
精
神
、
公
益
法
人

地
域
医
療
振
興
協
会
の
設
立
の

目
的
か
ら
し
て
こ
の
間
の
行
動

に
疑
義
が
あ
る
。
町
長
は
ど
う

思
う
か
。 

 

町
長
　
自
治
医
科
大
学
は
医
療

に
恵
ま
れ
な
い
僻
地
等
に
お
け

る
医
療
の
確
保
、
向
上
及
び
地

域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
設
立
さ
れ
、
ま
た
地
域

医
療
振
興
協
会
は
、
僻
地
を
中

心
と
し
た
地
域
保
健
医
療
の
確

保
と
質
の
向
上
を
目
的
に
地
域

医
療
に
貢
献
を
し
て
い
る
。 

  

質
問
　
武
道
館
を
改
修
し
て
社

会
福
祉
協
議
会
を
武
道
館
へ
入

れ
た
場
合
、
指
定
管
理
者
制
度

で
い
く
の
か
。
指
定
管
理
者
で

は
光
熱
水
費
が
か
さ
み
、
収
支

が
赤
字
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
場
合
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
。 

町
長
　
指
定
管
理
者
制
度
か
、

あ
る
い
は
他
の
管
理
方
法
が
い

い
の
か
、
た
だ
い
ま
検
討
中
で

あ
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
方
法
で

利
活
用
で
き
る
よ
う
今
後
考
え

て
い
き
た
い
。 

 

質
問
　
中
国
産
冷
凍
食
品
の
問

題
は
学
校
給
食
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
食
料
品

の
値
上
げ
は
学
校
給
食
に
ど
の

よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
。 

 

教
育
長
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
南

伊
豆
町
で
は
回
収
の
対
象
に
な
っ

た
中
国
産
の
冷
凍
食
品
は
、
一

切
使
用
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
小
麦
が
大
幅
に
値
上
が
り
す

れ
ば
、
や
は
り
御
飯
の
メ
ニ
ュ
ー

を
給
食
で
増
や
す
と
か
い
う
ふ

う
な
自
助
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ど
う
し
て
も
そ
れ
で

は
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
学

校
給
食
運
営
委
員
会
を
開
い
て

検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

す
。 

質
問
　
１
市
２
町
の
合
併
は
考

え
て
い
る
の
か
。 

 

町
長
　
１
市
２
町
で
と
い
う
合

併
は
現
時
点
で
は
持
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。 

 

質
問
　
国
か
ら
地
方
へ
の
財
源

移
管
が
不
十
分
の
中
で
、
地
方

分
権
に
ど
の
よ
う
に
対
応
を
し

て
い
く
の
か
。 

町
長
　
職
員
に
は
、
資
質
の
向

上
は
無
論
の
こ
と
、
中
央
か
ら

ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
く
る
と
い

う
発
想
か
ら
、
中
央
に
自
分
た

ち
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
さ
に
売
っ

て
い
く
よ
う
な
気
概
と
自
負
を

も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て 

行
財
政
改
革 

に
つ
い
て 

町
の
諸
問
題
に
つ
い
て 

後
期
高
齢
者
保
険
制
度 
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質
問
　
２
月
６
日
共
立
湊
病
院

の
指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
地

域
医
療
振
興
協
会
が
撤
退
を
表

明
し
、
地
域
に
大
き
な
衝
撃
が

走
っ
た
。
そ
の
後
、
病
院
組
合

議
会
で
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
の
指
定
管
理
契
約
が
議
決
さ

れ
た
が
、
撤
退
表
明
の
会
議
と

撤
退
の
理
由
。
契
約
し
た
内
容

は
。 

 

答
弁
　
指
定
期
間
を
３
ヵ
年
と

減
価
償
却
費
を
従
来
の
５
千
万

か
ら
３
千
万
と
い
う
内
容
。
各

市
町
長
で
形
成
す
る
運
営
会
議
。

２
年
に
一
度
の
診
療
報
酬
改
定

等
で
、
収
益
が
非
常
に
大
変
。

将
来
の
人
口
減
等
を
見
通
す
と
、

経
営
が
ま
す
ま
す
大
変
に
な
る
。

医
師
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と

述
べ
て
い
た
。 

 

質
問
　
運
営
会
議
と
い
う
の
は
、

各
市
町
長
の
調
整
の
会
議
だ
。

契
約
問
題
を
協
議
す
る
と
こ
ろ

は
、
管
理
者
、
副
管
理
者
、
そ

れ
に
議
会
代
表
の
入
っ
た
運
営

協
議
会
。
地
域
医
療
振
興
協
会

が
運
営
す
る
31
の
施
設
で
、
日

光
市
民
病
院
は
湊
病
院
よ
り
多

い
赤
字
、
公
立
黒
川
病
院
は
１

億
以
上
の
赤
字
。
西
吾
妻
福
祉

病
院
は
１
億
以
上
の
赤
字
、
石

川
県
山
中
温
泉
病
院
は
１
億
以

上
の
赤
字
、
市
立
奈
良
病
院
も

赤
字
で
す
。
東
京
北
社
会
保
険

病
院
も
赤
字
。
湊
病
院
よ
り
赤

字
額
は
多
い
。 

　
病
床
利
用
率
は
、
湊
病
院
は

79
・
４
％
だ
が
、
日
光
市
立
病

院
78
・
６
％
、
黒
川
病
院
71
・

９
％
、
伊
東
市
民
病
院
は
病
床

利
用
率
65
・
８
％
、
西
吾
妻
病

院
は
、
69
・
６
％
、
市
立
恵
那

病
院
75
・
５
％
と
、
公
立
丹
南

病
院
、
こ
れ
は
福
井
県
に
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
78
・
３
％
。
医

療
法
の
改
正
で
収
支
が
悪
く
な
っ

た
の
は
、
全
国
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
病
院
で
あ
り
ま
す
。
共
立

湊
病
院
は
、
伊
豆
半
島
先
端
の

過
疎
・
僻
地
に
あ
る
病
院
だ
。

そ
れ
ほ
ど
悪
い
数
字
に
行
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
と
思
う
が
。 

 

答
弁
　
そ
ん
な
問
題
に
つ
い
て

細
か
く
、
一
つ
一
つ
議
論
す
る

話
し
合
い
の
雰
囲
気
で
は
な

か
っ
た
。
一
方
的
に
１
年
後
に

は
撤
退
す
る
と
い
う
発
言
だ
っ

た
。 

 

質
問
　
自
治
医
大
の
成
り
立
ち
、

地
域
医
療
振
興
協
会
が
標
榜
し

て
い
る
目
的
は
何
か
。 

 

答
弁
　
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
僻

地
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
、

向
上
及
び
地
域
住
民
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
都
道
府
県
が

共
同
出
資
し
て
設
立
し
た
。
在

学
６
年
間
の
経
費
は
貸
与
さ
れ
、

卒
業
後
９
年
間
、
知
事
の
指
定

す
る
公
立
病
院
等
に
勤
務
し
た

場
合
、
返
還
を
免
除
さ
れ
る
。

地
域
医
療
振
興
協
会
の
目
的
は
、

僻
地
を
中
心
と
し
た
地
域
保
健

医
療
の
調
査
研
究
及
び
地
域
医

学
知
識
の
啓
蒙
と
普
及
を
行
い
、

地
域
保
健
医
療
の
確
保
と
質
の

向
上
な
ど
住
民
福
祉
の
増
進
を

図
り
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す

る
と
記
載
を
さ
れ
て
い
る
。 

 

質
問
　
自
治
医
大
の
建
学
の
精

神
、
地
域
医
療
振
興
協
会
の
理

念
か
ら
し
て
、
情
け
な
い
。
こ

の
病
院
の
運
営
、
地
域
医
療
の

将
来
を
考
え
た
と
き
に
、
医
師

会
と
も
連
携
を
し
て
地
域
医
療

の
問
題
を
考
え
て
い
く
べ
き
。 

 

答
弁
　
地
元
の
医
師
会
と
は
も

ち
ろ
ん
協
議
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
医
師
会
は
会
長
が

建
設
検
討
委
員
会
に
入
っ
て
い

る
。
医
師
会
と
は
今
後
、
さ
ら

に
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
こ
の

地
域
の
医
療
の
あ
り
方
、
共
立

湊
病
院
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
う
。 

 

質
問
　
銀
の
湯
の
高
齢
者
入
浴

割
引
を
祝
日
も
対
応
す
べ
き
。 

 

答
弁
　
何
と
か
採
用
で
き
る
数

字
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
の
た

め
努
力
す
る
所
存
。 

質
問
　
地
方
自
治
体
の
自
立
性

を
高
め
る
最
も
重
要
な
課
題
が

一
般
財
源
の
確
保
と
自
主
財
源

の
強
化
で
あ
る
が
担
税
力
を
育

む
施
策
の
展
開
は
？ 

 

総
務
課
長
　
財
政
面
で
は
町
税

確
保
と
し
て
徴
収
率
の
ア
ッ
プ

を
図
る
特
別
体
制
や
、
歳
入
面

で
は
町
有
地
の
未
利
用
財
産
の

有
効
活
用
等
を
考
え
て
い
る
。 

 

質
問
　
町
民
１
人
当
た
り
の
所

得
向
上
を
目
指
す
に
は
、
地
域

特
性
を
い
か
し
た
生
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
は
じ
め
、
地
域
の

マ
イ
ス
タ
ー（
匠
）、
歴
史
・
伝

統
・
文
化
、
不
動
産
・
土
地
の

価
値
や
評
価
を
上
げ
る
施
策
が

重
要
と
考
え
る
が
？ 

 

町
長
　
当
町
に
は
素
晴
ら
し
い

農
漁
村
の
景
観
や
環
境
、
文
化

が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
の
地

域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
更
に

磨
き
を
か
け
、
地
域
の
活
性
化

と
地
域
資
源
の
保
護
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
の
観
光
振

興
、
地
域
の
自
立
並
び
に
発
展

を
目
指
す
こ
と
は
十
分
に
可
能

性
が
あ
る
。 

 

産
業
観
光
課
長
　
Ｊ
Ｒ
戦
略
的

観
光
開
発
地
域
事
業
で
町
内
の

観
光
拠
点
を
四
季
を
通
じ
て
巡

る
定
期
観
光
バ
ス
の
ス
タ
ー
ト

や
、
中
山
間
地
域
の
支
払
制
度

を
活
用
し
て
伊
浜
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
摘
み
取
り
体
験
を
計
画
し
て

お
り
、
地
元
産
業
に
多
大
な
貢

献
が
期
待
で
き
る
。 

 

質
問
　
観
光
圏
の
整
備
に
よ
る

観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の

促
進
に
関
す
る
法
律
案
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
観
光
立
町
に
お
い

て
は
除
外
視
で
き
ず
、
内
容
に

よ
っ
て
は
率
先
し
て
取
り
組
む

姿
勢
が
必
要
で
は
？ 

 

産
業
観
光
課
長
　
内
容
を
研
究

し
、
観
光
協
会
等
の
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
施
策
を
進
め

た
い
。 

                     

質
問
　
共
立
湊
病
院
の
現
在
地

で
の
存
続
は
、
過
疎
地
域
に
暮

ら
す
町
民
の
安
心
・
安
全
の
立

場
は
も
と
よ
り
、
観
光
立
町
の

視
点
か
ら
も
そ
の
意
義
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
が
、
観
光
と
病

院
の
相
互
関
係
を
確
認
す
る
。 

 

町
長
　
当
町
に
お
い
て
こ
の
病

院
は
大
き
な
事
業
所
で
あ
り
、

旅
館
や
民
宿
へ
宿
泊
の
際
に
救

急
医
療
体
制
が
在
る
か
否
か
で

は
誘
客
面
で
も
重
要
で
あ
る
。 

 

質
問
　
病
院
移
転
問
題
は
南
伊

豆
町
観
光
の
死
活
問
題
に
つ
な

が
る
一
方
、
防
災
拠
点
と
い
う

位
置
づ
け
が
あ
る
。
社
団
法
人

地
域
医
療
振
興
協
会
は
、
僻
地

を
中
心
と
し
た
地
域
保
健
医
療

の
調
査
・
研
究
及
び
地
域
医
学

の
啓
発
と
普
及
を
行
う
と
共
に
、

地
域
保
健
医
療
の
確
保
と
質
の

向
上
等
、
住
民
福
祉
の
増
進
を

図
り
、
も
っ
て
地
域
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

団
体
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
撤

退
騒
動
の
内
容
や
一
連
と
す
る

状
態
を
見
る
限
り
、
本
当
に
過

疎
地
・
僻
地
医
療
の
振
興
を
目

指
す
法
人
で
あ
る
の
か
疑
念
を

感
じ
る
。
指
定
管
理
者
制
度
に

基
づ
く
運
営
委
託
で
あ
れ
ば
、

地
元
医
師
会
や
関
係
諸
団
体
と

の
意
見
交
換
や
研
究
を
重
ね
、

政
治
家
と
し
て
そ
の
善
後
策
を

講
じ
る
こ
と
を
町
長
に
お
勧
め

す
る
。 

共
立
湊
病
院
と
地
域
医
療
に
つ
い
て 

財
源
の
確
保
と
強
化
に
つ
い
て 

共
立
湊
病
院
に
つ
い
て 
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質
問
　
町
民
の
意
欲
を
引
き
出

し
、
地
域
づ
く
り
の
一
つ
と
し

て
大
変
よ
い
取
り
組
み
だ
。
こ

れ
ま
で
の
経
過
は
。 

 

総
務
課
長
　
地
域
振
興
産
業
の

活
性
化
、
社
会
福
祉
な
ど
で
、

事
業
の
費
用
の
一
部
を
町
が
補

助
し
、
新
し
い
公
共
の
位
置
づ

け
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い
る
。10

団
体

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
を
２
回

ほ
ど
行
っ
た
。 

 

質
問
　
半
年
、
３
ヶ
月
に
１
回

追
加
公
募
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

総
務
課
長
　
ほ
か
の
団
体
等
に

も
補
助
金
が
で
き
て
周
知
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。

追
加
募
集
も
考
え
て
み
た
い
。

今
回
、
公
開
で
審
査
採
用
し
、

団
体
の
意
見
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
質
疑
事
項
を
設
け
た
。 

質
問
　
本
年
、
第
10
回
目
を
迎

え
た
「
み
な
み
の
桜
と
菜
の
花

ま
つ
り
」
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
と
定
期

観
光
バ
ス
の
運
行
を
復
活
さ
せ

る
等
の
支
援
策
を
打
ち
出
し
た

こ
と
は
、
南
伊
豆
町
の
観
光
資

源
の
整
備
、
掘
り
起
こ
し
に
期

待
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
た
が
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
。 

産
業
観
光
課
長
　
本
町
に
は
素

晴
ら
し
い
自
然
、
文
化
財
や
史

跡
等
が
多
数
存
在
し
て
お
り
、

観
光
振
興
の
上
で
貴
重
な
資
源

で
あ
る
。
今
後
、
地
域
や
観
光

関
係
者
、
関
係
機
関
と
連
携
し

進
め
て
い
く
。 

 

質
問
　
既
存
の
観
光
施
設
の
整

備
と
資
源
の
掘
り
起
こ
し
が
先

で
、（
仮
）観
光
交
流
館
の
必
要

性
は
認
め
る
が
、
観
光
交
流
人

口
が
安
定
し
て
か
ら
の
建
設
を

望
ん
で
い
る
。
ふ
る
さ
と
づ
く

り
推
進
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、

農
林
水
産
物
直
売
所
、
観
光
情

報
施
設
、
展
示
室
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
多
目
的
ホ
ー
ル
等
が
計
画

さ
れ
て
い
た
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン

を
計
画
か
ら
外
し
た
の
は
何
故

か
。 

 

産
業
観
光
課
長
　
今
後
の
、
観

光
客
の
動
向
を
見
な
が
ら
開
設

し
た
い
。 

 

質
問
　
観
光
客
の
動
向
が
不
透

明
で
あ
る
中
、
２
億
３
千
万
円

投
じ
る
事
を
再
考
し
た
ら
ど
う

か
。
ま
た
指
定
管
理
者
制
度
を

採
用
す
る
事
に
も
、
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。 

 

小
針
副
町
長
　
県
の
観
光
整
備

事
業
補
助
金
で
は
、
直
売
所
等

が
メ
ー
ン
と
な
る
が
、
休
憩
所

の
確
保
の
必
要
性
と
レ
ス
ト
ラ

ン
に
つ
い
て
は
、
多
額
に
資
金

が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
観
光

客
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。 

 

質
問
　
町
長
は
、（
仮
）観
光
交

流
館
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
観

光
客
の
流
れ
を
変
え
る
ん
だ
と

言
っ
て
い
た
が
、
目
的
達
成
に

は
疑
問
を
感
じ
る
。
県
費
補
助

金
、
起
債
、
町
費
す
べ
て
が
町

民
の
税
金
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
建
設
に
つ
い
て
の
費
用
対

効
果
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
広
報
等
に
よ
り
情
報
提
供

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

質
問
　
運
営
委
託
の
考
え
方
と

し
て
、
こ
の
１
年
以
内
に
新
病

院
構
想
を
立
ち
上
げ
る
が
、
南

伊
豆
町
長
と
し
て
の
考
え
は
。 

 

町
長
　
管
理
者
と
し
て
こ
の
問

題
に
は
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。 

 

質
問
　
共
立
湊
病
院
は
指
定
管

理
者
制
度
で
行
わ
れ
て
い
る
。

普
通
は
公
募
に
よ
っ
て
行
う
の

が
通
例
で
必
要
で
は
。
公
募
等

で
新
た
な
病
院
づ
く
り
病
院
構

想
等
出
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

必
要
と
思
う
が
。 

 

町
長
　
今
後
の
３
年
の
間
、
こ

の
１
年
間
の
建
て
替
え
問
題
に

対
応
し
、
関
係
市
町
、
病
院
の

議
会
、
運
営
協
議
会
等
で
協
議

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

　
今
ま
で
地
域
医
療
を
こ
の
病

院
で
も
っ
て
担
っ
て
き
て
い
た

だ
い
た
10
年
が
一
区
切
り
と
し

て
、
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ

く
契
約
で
３
年
間
の
契
約
の
間

に
次
の
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。 

 

質
問
　
建
て
替
え
の
話
が
先
行

し
、
医
療
の
話
が
後
回
し
に
な

る
の
は
お
か
し
い
。
こ
ん
な
医

療
を
し
た
い
と
い
う
指
定
管
理

を
受
け
た
役
目
も
あ
る
。
そ
れ

を
地
域
医
療
振
興
協
会
に
出
さ

せ
た
ら
ど
う
か
。 

 

町
長
　
新
し
い
病
院
を
建
て
か

え
る
と
な
る
と
、
や
は
り
医
療

の
あ
り
方
か
ら
入
っ
て
く
る
。

場
所
、
規
模
、
内
容
等
を
決
め

る
に
は
、
医
療
の
あ
り
方
、
こ

の
地
区
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

詰
め
て
ま
い
り
た
い
。 

 

質
問
　
共
立
湊
病
院
の
留
保
資

金
の
金
額
は
少
な
い
よ
う
に
見

え
る
が
、
実
際
は
ど
う
か
。 

 

健
康
福
祉
課
長
　
建
設
改
良
積

立
金
、
起
債
の
償
還
等
に
当
て

る
減
債
積
立
が
今
ま
で
10
年
間

で
利
益
が
出
た
年
に
積
み
立
て

を
し
て
計
３
億
２
千
490
万
円
に
、

18
年
度
純
利
益
で
480
万
を
足
し

た
も
の
が
、
目
的
別
の
積
立
金

と
な
る
。
医
療
費
等
々
に
充
て

る
資
金
、
医
療
機
器
等
の
充
実

の
整
備
に
18
年
度
末
の
留
保
資

金
は
５
億
７
千
763
万
円
。
目
的

別
の
積
立
金
と
留
保
資
金
を
合

わ
せ
９
億
円
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ

は
丸
々
使
え
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
７
億
７
千
800
万
円
の

借
金
が
ま
だ
あ
り
、
相
殺
す
る

と
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
状
況
。 

 

質
問
　
病
院
を
中
心
と
し
て
医

療
立
町
へ
の
取
り
組
み
が
、
町

民
の
幸
せ
、
ま
た
経
済
的
に
も

活
性
化
す
る
と
考
え
る
。 

 

町
長
　
な
ぎ
さ
園
、
み
な
と
の

園
、
共
立
病
院
が
あ
る
、
医
療

福
祉
の
ゾ
ー
ン
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
適

地
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
白
で
あ

り
、
現
在
地
へ
ぜ
ひ
病
院
を
残

し
、
医
療
福
祉
の
ゾ
ー
ン
と
し

て
整
備
し
て
い
き
た
い
。 

 

質
問
　
現
在
地
で
病
院
を
よ
く

す
る
こ
と
が
、
道
路
を
よ
く
す

る
社
会
整
備
、
イ
ン
フ
ラ
と
同

じ
で
、
生
命
を
預
る
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
、
病
院
を
よ
く
す
る
の

は
、
地
元
の
町
長
、
議
員
は
当

然
で
あ
る
。 

共
立
湊
病
院
に
つ
い
て 

公
募
に
よ
る 

補
助
金
制
度 

観
光
交
流
館
建
設
の
費
用
対
効
果
は
？ 
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平
成
15
年
に
地
方
自
治
法
が

改
正
さ
れ
、
新
た
に
創
設
さ
れ

た
制
度
。 

　
公
の
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
、

地
方
公
共
団
体
の
出
資
法
人
、

公
共
団
体
、
公
共
的
団
体
に
限
っ

て
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
こ
の
法
改
正
に
よ
り
、

管
理
委
託
制
度
は
廃
止
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
団
体
に
加
え
幅
広
く

民
間
事
業
者
を
含
ん
だ
地
方
公

共
団
体
が
指
定
す
る
「
指
定
管

理
者
」
が
管
理
を
代
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
今
後
、
公
の
施
設
は
、
指
定

管
理
者
制
度
か
自
治
体
直
営
か
、

ど
ち
ら
か
の
方
法
で
管
理
す
る

こ
と
に
な
る
。 

　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
利
用

時
間
の
延
長
な
ど
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
よ
る
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
。
管
理
運
営
経
費
削
減
に

よ
る
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担

軽
減
。
の
意
義
が
あ
る
一
方
で
、

行
政
改
革
の
面
の
み
に
過
剰
に

着
目
さ
れ
、「
行
政
と
直
接
結

び
つ
か
な
い
施
設
お
よ
び
職
員

の
切
り
捨
て
」
と
い
う
指
摘
も

あ
る
。 

　
管
理
者
の
「
弾
力
性
や
柔
軟

性
の
あ
る
施
設
運
用
」
の
名
の

も
と
に
公
共
施
設
と
し
て
不
適

切
か
つ
問
題
の
あ
る
例
も
見
ら

れ
る
。
施
設
の
日
常
管
理
を
派

遣
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
と
い
っ

た
契
約
職
員
の
み
に
さ
せ
る
と

い
っ
た
「
手
抜
き
管
理
」
を
行

い
、
施
設
内
で
の
事
故
な
ど
不

測
の
事
態
に
対
応
で
き
な
い
。 

　
契
約
職
員
の
み
が
移
行
採
用

さ
れ
、
多
く
の
正
規
職
員
が
解

雇
ま
た
は
強
制
異
動
さ
せ
ら
れ

る
。（
整
理
解
雇
の
４
要
件
に

は
あ
て
は
ま
ら
な
い
） 

　
職
員
人
事
が
情
実
や
縁
故
採

用
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
監
査
対

策
の
た
め
職
員
の
採
用
・
昇
任

時
に
形
式
だ
け
の
試
験
実
施
。

収
益
向
上
と
称
し
て
当
該
事
業

所
と
無
関
係
な
民
間
企
業
の
広

告
を
施
設
内
に
掲
示
す
る
「
儲

け
主
義
」
に
走
る
。 

　
春
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し
た
「
第

10
回
み
な
み
の
桜
と
菜
の
花
ま
つ
り
」

も
前
年
対
比
３
％
増
の
入
り
込
み
で

無
事
終
了
し
た
。
だ
が
、
町
内
の
景

況
感
は
依
然
と
し
て
悪
く
、
特
に
観

光
産
業
を
取
り
巻
く
景
気
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

　
し
か
し
、
い
つ
ま
で
も
下
ば
か
り
を

見
て
歩
い
て
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
ん

な
時
「
伊
豆
は
あ
た
た
か
し
野
宿
に

よ
ろ
し
波
音
も
」
を
詠
ま
れ
た
瀬
戸

内
出
身
で
あ
る
放
浪
の
俳
人
、
山
頭

火
の
言
葉
が
目
に
止
ま
っ
た
。 

「
下
賀
茂
は
好
き
な
温
泉
で
あ
る
、

雑
木
林
に
つ
ゝ
ま
れ
て
、
の
び
や
か
な

湯
け
む
り
が
そ
こ
こ
ゝ
か
ら
立
ち
昇
る
、

そ
こ
こ
ゝ
に
散
在
し
て
ゐ
る
旅
館
も

し
ず
か
で
し
ん
み
り
と
し
て
ゐ
る
。

そ
の
一
軒
の
二
階
に
案
内
さ
れ
、
さ
っ

そ
く
驚
く
べ
く
熱
い
強
塩
泉
だ
、
ぽ

か
ぽ
か
あ
た
ゝ
ま
っ
て
か
ら
ま
た
酒
だ
、

あ
ま
り
ご
馳
走
は
な
い
け
れ
ど
う
ま

い
う
ま
い
」（「
其
中
日
記
五
」
４
月

23
日
） 

　
下
賀
茂
温
泉
の
発
見
は
永
禄
年
間

と
か
な
り
古
い
。
そ
の
源
泉
は
町
内

に
約
200
あ
る
そ
う
だ
が
、
使
用
し
て

い
る
の
は
約
半
分
の
100
程
度
と
聞
く
。

町
内
に
は
手
つ
か
ず
の
資
源
が
ま
だ

ま
だ
眠
る
。
そ
の
資
源
を
掘
り
起
こ

す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て

も
面
白
い
。
そ
し
て
意
外
と
観
光
再

生
の
ヒ
ン
ト
は
身
近
に
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
…
（
保
） 

皆さまの声を 
お待ちしております 
皆さまから届けられました貴重な意見、 

提案等は、「いでゆ」のコーナーに掲載 

させて頂きます。 

南伊豆町議会事務局内 

〒415－0392　静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂328－2
TEL・FAX  ６２－６２４０ 

広 報 編 集 委 員 会 

南伊豆町議会の動き：平成20年3月～4月 

３月26日～27日　例月出納検査及び備品監査 

３月27日　議会全員協議会 

３月31日　南伊豆町社会福祉協議会 
　　　　　　　　　　　　理事会及び評議員会 

４月１日　南伊豆町消防団入団式 

４月４日　議会だより編集委員会 

４月８日　県立下田高等学校開校式 

４月９日　県立下田高等学校南伊豆分校入学式 

４月11日　交通安全のぼり旗広報 

４月11日　伊豆縦貫自動車道天城北道路開通祝賀式 

４月17日　下田警察署管内防犯協会総会 

４月17日～18日　例月出納検査 

４月21日　議会だより編集委員会 

４月22日　老人福祉大会 

４月24日　議会だより編集委員会 

指
定
管
理
者
制
度 


